
グローバル人材の育成に向けた
外国語（英語）教育について
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学校教育課



これまでの本市の英語教育の取組について

＊1小中学校の外国語教育担当者を対象として、大阪府からの伝達事項の理解促進や教員間の情報交換、教員の指導力向上を目的に実施

＊2 高学年教科担任制実施に当たって、国が推奨する4教科（算・理・体・英）
を進めるために市費で常勤講師を配置したたもののうち英語専科講師配置校の数
値を記載しています。市費講師数_R4：24人、R5：39人、R6：38人



※ 全国平均正答率を100％とする

R5

豊中市（公立）大阪府（公立）全国（公立）

聞くこと 1.10 0.98 1

読むこと 1.09 0.98 1

書くこと 1.42 1.06 1

話すこと［やり取り］ 1.28 1

話すこと［発表］ 1.67 1

H31

豊中市（公立）大阪府（公立）全国（公立）

聞くこと 1.04 0.98 1

読むこと 1.09 0.99 1

書くこと 1.19 1.03 1

話すこと 1

全国学力・学習状況調査での英語調査：H31に始まり、R5年度は2回目の実施

どの領域でも全国平均を上回り、
特にR5年度は「書くこと」「話すこと（発表）」においては、大きく上回っていた

※ 全国平均正答率を100％とする

※H31「話すこと」に関する問題の結果は、
全国の平均正答数及び平均正答率を別に集計
し「参考値」として公表され、都道府県別、
指定都市別の公表は行われず

全国学力・学習状況調査 英語調査結果の本市の状況
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全国学力・学習状況調査における本市生徒質問紙調査 経年変化（外国語関連） 即興で伝える活動や、スピーチ・プレゼン、問答や意見を述
べ合う活動が、AETを活用することで活発に行えている

（グラフ内の青帯は強肯定、オレンジ帯は弱肯定）



学力調査で見えた豊中の強みをさらに伸ばす
•極めて強い領域
• 「書くこと」

• 「話すこと（発表）」

•強い領域
• 「聞くこと」

• 「読むこと」

• 「話すこと（やり取り）」

豊中市の外国語（英語）教育の方向性について

【参考（国が示す全国的な英語教育の課題）】 （文科省のR8概算要求資料から引用）

「話すこと」「書くこと」に課題があるとし、「我が国の英語教育には、

①コミュニケーション総量の少なさ②学ぶ動機付けの弱さ
③家庭学習の時間確保④即時フィードバック⑤既習事項の定着
に課題がある」としている。このため、今後これらの課題に対応する事業を展開すると考えられる。



AETの対面とオンラインを併用した豊中の外国語教育（R７～） ＊（株）ハートコーポレーションは令和7年度からの豊中市AET派遣事業受託事業者



【参考】R8文部科学省概算要求（英語教育）（出典）文科省HPより。赤枠は事務局が追記。



その他参考資料



実施校（R７）：小学校10校、中学校4校
各校負担で実施（学校教育活動徴収金無償化事業

（保護者負担費無償化）の対象）

大阪府英語教育推進事業に係る英語学習ツール「BASE in OSAKA」（R5～）

【授業での活用例】
・授業中に、 BASE in OSAKAを大型モニタに投影し、
発音されたアルファベットが何かを答える問題を全員で考える

・家庭学習として「宿題」に
配信された問題を解く



京都市立岡崎中学校HP「学校だより」
2025.4.23.19:54より引用

【参考】
京都市立岡崎中学校「グローバルコンピテンスプログラム（GCP）」
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